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洛中洛外図屏風
平成 1 8 年 1文修似事業
i'1111 名： 洛 I  I 洛外図肝風
所蔵：ロイャル ・ オンタ リ オ必術館
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a. 形式加＇：風 6 1 l 双
b. 表装裂·地
N. 修理前の状況
縁 ：納戸地角龍文金襴 （新拙J) 小縁 ：白茶地小牡）·J-J, 杯 J'i'改〈金櫛j (新 ， )}i';j )
製木： 蝋色黒漆塾山丸縁（新調）
加＇：風裏 ： 雀製唐紙 （鼠具 ,J I きに鼠雲·I :):押 〈新間〉）
飾金具散 らし鋲 ：クリ ーニング し元使い
仰．］．．＼ ィ ·_, :; :.:
111 i l[!~I.)ヽ ：且 I S
第 1 2 扇の画面中央に非常に大きな破れが見 ら れた。 ほぽ訓而の 2 分の 1 利度の縦の破れは 、 過去
の応急処協によ っ て、 亀裂の小口が止められていた。 大きな亀裂であることから 、亀裂の1叶 i に引 っ
張 ら れて歪み 、 画面の表面は波打っ ていた。
奥）毛背部分に沿っ て 、 虫損や破れが見られた 。
付萎の劣化や欠失が著しかっ た 。 これは下に描かれている緑青の酸性化によ っ て、紙が劣化し、破
, 
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れや部分欠失につながっ たものと 息われる 。
過去の補修紙には金色で袖彩している箇所が多く 見 ら れに 。 それ らは令 1り「： 地 i'dSで も、絵共による着
色箇所でも 詞 じように令で肌められているにめ 、 辿和感があ っ た 。
本紙の継 ぎ手に 、 柑l の劣化による峨lj 翡If:が見 ら 1 し た 。
蝶番のゆとりが肌1; い ため 、）叶風 1凡JI ~'」 の際に奥）じ抒 に ）」 が掛か っ て起きにと 息わ i し る 、強い緻や絵j し
の剥落が見 られた 。
蝶番部分で絵のつながりにずれがあ っ た 。
縁裂にも 虫祖や欠失 、 iり糸れが多か っ た 。
縁は乳I] れや凹み似が多かっ に 。




修訓前は 、 絵具の発色が非常に災しかっ た 。 しかし、所々で剥落が兄 ら れ、 絵具. /•~•',: と ）晶底 ),;, ·,: と
の 固 〗りは不安定であった。 そのにめ 、 まず絵具の剥落止め をすることにしに 。 （令イ本的 な煤1り オしや 、
水 によ っ て大き く動いて染みを作るような 1り れは無いと 判 断 しににめ 、 まず絵 j しの剥落 11 ·. めを
し 、 修則前の絵具の状態 を留めることに i :_眼 を ;;忙いた 。 ）
剥落止めの湿りによって 、 本紙が収縮して絵具）iりが小安定になるのを防ぐため 、 'i ;『に仮貼りを
して 固定し、仲縮 を飯小限 に ~JIJ えた状態 を 保っ て 、 膠を硲布する作 菜をおこな っ た 。 ただし 、
本紙が緊張しすぎないよう必ず具介 を 1i'.化かめながら調吼冬をした 。
〈亀裂部分について〉
本紙中火の亀裂を直すことが今 l1 ill餃も人 きな修州！のポイン ト であ っ た 。 人 きな 亀裂は判~ L 2 扇
のみであ っ た 。 そのため、第 I 2 J』 のみ、他裂を繋ぎ介わせる作業が加えられることになる 0
だが、 その際に、修輝 I 牙閑 I  I の 水分械や 収乞煤具合が他の扇と 比べて汎なると 、 jl l lj j(! j の風介い‘
絵具の発色に影脚を及ぼす恐れがあ っ た 。 よ っ て 、 第 l 2 J,1 ,i とその他のバランスを 見 ながら 、
作業を進めることとした。
〈浮け紙、 111 裂打紙の除よ〉
全体的なバランスを見ながら 、‘常 に仮貼 りをして li1,·1 定 し、 仲縮 を蔽小限に抑えた状態で 、 スプ レ 一
にて浄水を本紙裏而よ り 附籍蒻し 、 庁け紙及び111 裏打紙を除去した 。
第 1 2 扇 は、 裏面か ら 1且袖修の ‘：け や袖強の紙が当てら れていた 。 よ っ て 、 すべて除去 しに後
養生のための紙の帯をあてて仮固定しに。
〈旧補修紙について〉
旧補修紙には 、 部分的に金色 に袖彩してあるところや 、 金地ではな い i''dS分 にも 関 わらず令色に
補彩してあるところなどがあ っ た。 よ っ て 、 すべて除上し本米の地色に介わせに補修を新たに
行うこととした。 本紙の紙質検杏を行い 、 その結呆に）よづいて袖修紙を選訳することとしに 。
〈付箋 に つ いて〉
下に描かれた緑青によ っ て、付箋の酸1咋劣化が進み 、 剥落や破れが併しか っ た 。 また絵具の I ·
に貼 られた付萎は、外すときに絵具がそのまよ 付箋 如(1 j に付いてきてしまうため 、 しつかりと
貼られてい る 付萎 につ いては 1肌岬に剥がすことをやめ、付箋を合い剥 ぎにして衣 1(1j のみ を 収 り





絵の繋がり にずれがLI :. じ ていた 。 各扇 ごとに絵が繋が ら な い部分は 、 ！砧り込む際 に 』刈整 し なが
令休の絵が繋がる よ う 貼 り 込むこととした 。
〈蝶番について 〉
修且l 1 1 ii は 蝶番が固 い ために 、 奥 ）心背付近の Jl l lj I (ij の破担の ）瓜 因 に なっ ていた 。 全1本 的 に絵具層が
肘いため 、 今 11 1 1 は蝶番にゆとりを多く 小『たせ 、 p l 1 j 1(1 iH I: で圧辿 しあわな い ようにした っ
〈 ド地について 〉
1 11 ド地 は 本が釧 ＜ 、 ~~ みが1 1 :_じており 、 それが 1 1lij I 川 のし かみに繋がつ て い た 。 よ って ド地 を新
叫',j することとした 。 炭尾背付近では 、 どうしても ） 1:.J J が仕 じ 、 Jill 日 m 表 i( 1 j に 負 JI 1. が4卦かること か
ヽ 、 卜地 を修J1 l 1. 11 ii よ りも 少 し 人 き め に新』11i] し 、 奥 ）釦吃',ds分の絵が 卜軋L灼 にあたらないようにした 。
ょに 、 奥尾背 i'i l S分の絵具が）I: 辿 し介わないように札 I( の返りを多くと っ た 。
〈 l l i'J\ 令 具 、 散 らし鋲について 〉
-J-~-- て 」前いで残っ ていたため 、 ク リ ーニ ングをして ）じ使いすることにした 。
2 . 修JI !!・ イ 1:1汲
剥落の危険‘件が (,'j ¥, ヽ絵 j し )\'• ',: の•浮き I ーん が りや 、 本紙） ', · の 介 V ヽ剥ぎが牛じて し ヽる i'i: I )分には 、布洵．：
苔 、 膠 、 新沿'Jl などを ） ll しヽ て剥離． ；·り: 1 )分 に注人 し峨lj 落 ,1 -. めを行う 。
辿‘常の 'lj'. 真．撤彩のほかに 、 絵 j し粒 rの 栂' i微鋭 'lj'. 真 、 本紙透辿絣真 、 1）ド外 'lj'.真 を伽彩する 。
・ 絵 具の発色が修 Jl j!_jj 1j後で変わることが無い よう 、 チ」＿ ックするため 、 分光枇lj 色叶に て修 J刑 前の
色を I \° ト測する 。 計汎lj結呆につい ては担当府に報冑をする 。
・ 採 、 j及び担1似奎か の 成i崎 を行い 、 以状 を 出録する 。
．謹糸I ll な祖似地図 を作成する 。
• 修Ji l \ I ―A哨にお いて使川する 水に絵具)\'り がIf炉l え 得るか、少州の水で絵具の変化 を事前に見 る 。
• 絵 J ~- J,;,: を ii' , I liするため、兎膠水浴液にて剥 落 ,, ._めを h う 。
・ 絵の繋がりを 少し ながら 、 第 l 2 扇の大きな亀裂を繋 ぎ 刊 1 ソ 0
· 1 11 補修紙、袖節の除去について は、担慟地図にて現状 を確認の」 -. -e担 ' '1 監 ’腎竹 と 所布者 と の協
議の I ·で決定する 。
・ ド地 （杉 白太期」 卜総訥枯『造） 、 製木 （蝋色、黒漆崖 I 1 )し緑）を新澗する 。
・ ド地 には 6 T程 8 陪 （骨縛り、）Jlnj貼 り、 哀掛け 〈 3 J ,;,1 〉 、 荻純 り 、 下 浮け、」＾． 浮 け）の下貼り
を行なう 。
・ 飾命具は修理して元使いする 。
． 緑裂、）叶風裂Jr仔紙 を新調する 。
・ 保存袋を新間する 。
修理 I~科
l. J : 1刀 に搬入後 、 修理前の与真撮影をした 。 （普迎光、斜光、 赤外線照射）
2. 修則 I  I に 危険と 息われる絵共や本紙片の部分的 な剥翡jf= には 、 出前に応急的 に布海苔 と膠 、 小
麦粉澱粉糊などの況合液を粒 して止めた。
製木 を収 り 外 した 。
4 .)毛 11 『金を取り 外 した 。
5. 1 扇づつ に解体 した 。
6. 本紙の損偽状況が一覧できる損傷地図を作成 し た 。
7. 筆を使っ て、 本紙如(1 j に付いて い る埃などを除よしに 。 （ ド ラ イクリ ーニ ング）
8. 分光測色計を ） ll い て、本紙の色を 壮測 しに 。
9. 顕微鏡写真撮影を行っ て絵具の状應 を 出録 した 。
1 0. 屏風を解体 し 、 本紙を収り外した。
1 1. 兎膠水浴液にて絵具の剥浴止め をした。 そのまま 1 O 1 IIU ほど屹謀させた。
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1 2. 少-: 化の水で湿しながら付箋を除よした。 その際 、 1訓i JI I !. に除よせず合い峨lj ぎになるように除
去した。
1 3. 仮貼 り 州乞媒のための縁紙 を取り付けた 。
1 4. 衣に（，丈透しない｛哨度の‘晶りによ って本紙を イ!JI ばし 、 浮け紙を除よした 。 除よ後はすぐに仮
貼乾媒 した 。 その後透過写真を撮彩した 。
1 5. 第 1 2 J叫 の 亀裂部裏面に貼られてある袖強紙を除去した 。 その後すぐに仮 11 ·. めの紙ヽ間を ' ' '1
てて止めた。
1 6. 本紙表而全体に 、 スプ レ 一を川 いて少i化の水を唱栃し 、）JJ しぬ紙と袖修紙を除よした 。
1 7. 紙質検杏を行い 、 その結呆に払づいて袖修紙を） l l 忍した 。
1 8. 小麦粉澱粉糊 （以下新甜j) と 布 i11J:苔の混介糾l を 川 い て 、 本紙欠祖箇所に補修紙を添付 した 。
1 9. 本紙危裂部分には細 く 切 っ た ヽ；け を 如(1i から ' '1 てて袖強 した 。 叱．『 に第 l 2 J:i ,i については如(1i
から絵の繋がり を イj'.(11 認しながら 、（波れ 1 1 がし っ かりと合うようにした 。
2 0. 本紙継ぎ下の浮いている 1\I)分に梱l を入’・・・： した 。
2 1. 美誤紙にて新甜j を 仙川 し）J/L 災打 らをおこな っ た 。
2 2 . JjJ L裂打ち後すぐに仮貼り をしで如設させた。
2 3. 美磁紙にて妍糊 を使川 し 、 ti:炉必打 らをおこな い、 そのまますぐに仮貼り収乞虎染 させに 。
2 4. 黒漆塗製本 、 ド地を新訛l しに 。 ド地には 6 1: 程 8/1;,',1 の ,, · wj りをおこな っ た。
2 5. 表而の金の補修紙を除よした。
2 6. 裂） 1 l /~り紙 を 新間し、 ド地の如(1 i に貼り込んだ。
2 7. 本紙を 1ヽ＾ 地 に ！！内 り込んだ。
2 8. 縁裂を新調 し裏打ちをして 、 ド地 に貼り込んだ。
2 9. 付箋の欠担箇所を紙質検介の結呆に），しづいた袖修紙にて補修しに。 すぐに公打をして仮見
乾媒させた 。
3 0. 付箋を元のイ釘性に貼り）及した 。
3 1. 襲木を取 り 付けた 。
3 2. 隅金具 、 散 らし鋲をク リ ーニ ングし 、 製本に収り付けた。
3 3. 保存袋を新調し 、 納人 しに 。
3 4. 修理後に旧状と比蚊できる''/真撮彩をおこな っ に 。
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1. 各 ―I:程における材糾使用法
名称 材料 使 川 法
美濃紙 無染色
肌裏紙




新柿l 7J, 沿j· ~札J = 3 5 PH 6 -7 
間似合紙 矢 l ド染 、 媒染、水洗い した
袖修紙 介n1屈苔、
新1湖j




1-Hi' ) Jl 1 ij貼 り 間似合紙 側染色
し―
I·i r-• ナ イ 1 fl · I 紙 側染色
ド浮しナ イ 1・ 州紙 他染色
名称 材· 料 使） l l 法
緑災 糾地灼削文金櫛l
小緑災 白茶地小牡） ·J J,'T り文金拙l
） 釦呼 令筍 'I':押 、 1:. J の （紙
Jj': 風災）， If紙 /rt; 翡1-!J,If tt~ ( ffし」l 1J I き しこ 鼠雲 I :): れ II )
保{{袋 絲｝ オIi 無 i票 ( I· l胡抜 き 済み
使川材料



































以 HIS !. 且 1 1 1 製
扇都 ）， If 長製
修月瑾Ix{ 『' 87 
700 g の小 友粉澱粉糊 を 2L の
水に溶かし、強火で 20 分間焚
く 。一晩冷ま してからする 。
布 rfu・： 苔 7 g を 水洗しヽし て J-i11•;」』
し 、 700ccの水を加えて、布
洵苔が浴けるまで約 15 分間）JI I 
熱する 。 そ の後 ―＾ 軍 ガー ゼで
曲過 し て 、 冷却する 。
総杉 1 ' 1 )ヽ( I偶 1I ·総柄札'i辿
蝋色 、1_!_ l,漆冷 山 丸緑
4 、 」 • ノ雀 邸）， 1:: 甜 (J1it J~. 1J I きに 鼠
雲 I :): れ jl )
水の吸水はゆ っ くり 、 繊維の分牧は 1朴難。 山 の広い訓‘ド な 雁波紙に 、 糊化 しに米澱粉 を多 凰に
途布した 。
似1 1 t各 "I t各タト図 !HJ乱の杜妹ff;





図 4 洛 中洛外図付造の級維 c 染色液染め
l 叶 l!.. J I 叶 1うじ r Slllplc; 「ro111 the paper tags on Rakuchu Rakugai - l、 u Fig. 4 Fiber sample 「ro111 th じ paper tags on Rakuchu Rakugai-zu Cｭ
ｷtain solution 
＇一＜ 洗 i條された］他）文の紙に ニ カワが硲布 さ れて い 'c..l 。
繊維分析： う、：介ペー ノ←ーラボ 穴介仇敏
新発見
肌公除よ後 、 透過光をあてると 、 絵 只］付 の ,,・に本紙 とは令＜辿う絵が拙かれて い る 乳: 1s分がある こ
と がわか っ た 。
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図 5 第 1 2 ! り）i 図 6 第 11 扇
Fi!. 5 Twcl flh panel Fig. 6 Eleventh panel 
新下地札' ,'I:辿
総杉白太 ド地を新閻した
オl:i'. の返りを大きくと っ て、下地の桟の彩評がでない ようにした 。
4. II」 下地構造
隅が止め構造ではないため 、 四隅のしかみの原因にな っ ていた。 よ っ て、そのしかみを予防する






修理前は金色の補修紙が , 1 ,, た って いた 。 しかし 、 それ らは過去の修JI i lの際に ）jJ し公紙を収 り枠えず、
その まま その上に金色の袖修紙 を‘り て に状態であ っ た 。 よ って、袖修 1'1 1 S 分 と ）点J 1) 1 ' 1 の本紙との 1 11 1 凸
のバランスが叫 < 11 立 って いた。 よ って 、すI [' l 'j 者・所蔵竹 と協議の ［除よすることとした 。
図 7 修 JII嘩
Fig. 7 Be 「o re treatment 
両而に当てられに補強の令紙について
約 12 扇 l 廿央に大 きな 亀裂があり 、 その I ·. には人 き な令紙による補強がpl 1j 而の I ·. から, , , てられて し
た。美観を担ねることから 、除よすることとした。
図 9 修 J叶嘩j
Fig. 9 枷 !'o re trl.!atml.!n 
ヽ. 
図 1 0 修 Jり！後 ).!;O) 令(}) 補強紙を除去しに
17 i g ・ I O /¥ Iler t rじat111 じn t Thじじo l d mending paper on the lhint was 
rじmoved
7. 他裂l i'ilS分 について
第 12 扇 I 11 火·に 人・ きな (Q. 災があ っに。 加(1 j か ら ' ' 1 てら れて いる補強紙を除よし 、 表の絵の繋がりを
見ながら 、 I り）虻 （釦役 を繋ぎな おしに。 （釦役部には細くり） っ I..: )~誤紙の、間を —．爪に軍ねて補強とした 。
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| 、:J.l l 1 修 J' ll 後 ltl 1 2 イI参 J-11l 1 ill
Fil.. 1/¥ fl じ r lrCJll1C1l F i g. 1 2 13じ 「o re trcal11CI1l 
I' ・ に 札『かれた緑平i によ って 、 付箋の峻性劣化が辿み、剥落や倣れが併しかった。 また絵具． の I
に 貼 ら れた付姿は 、 外すときに絵具がその まま 付妥 c~~ 1 (1j に付いて きてしま うにめ 、 し っ かり と 見
、才して いる付姿については、)W)1 1 l に剥がすことをやめ、付箋を合い剥ぎにして衣 1川のみを収り 外 し 、
欠担箇所 を修則 して元の位 i 1 1 i: に貼り）べすことにした 。
飾 り令凡 をク リ ーニ ングし ｝じ使いした 。
尼背令紙は本紙の色味 に合わせて新』1':J した 。
l O . )~- 1噸虞）fり紙について
1/J-f: 風 公） 1 り紙は破れや擦れが多かっ た 。 色合いも I ' I 地 に、県 い文様で 、 強い印 象であ っため 、 今 1 1 1 1
は所介者 と 相談の」：柔らかい巳合いの鼠地に鼠溢 I :): の文様とした 。 新 し い）1 り紙は、桔紙に以色の
具. ,J I きを し 、 4 寸の雀型 を鼠虞 I :): で押 した 。 それらは 5 段の段貼 り しこして貼 り込んだ。
111 ド 地 に は 、 下に も う ―罰 ）「り紙が貼 って あ っ た 。 辿上に 、 上 に貼 り 爪ねてるだuの罰場 な修JI I!.ガ‘
1 / わ れたことが判 1 リ l した 。
「修則 0り後色叶測結呆比蚊」 は省略 した 。
修則喉Ix :';· 91 
図 1 3 條J' I \ 後
Fig. 13 A Iler trca tm じnt
rill 
l'"J.I I 1  fl多 Jljl lif 
ド i i.!. 14 13 じ l c1re treatment 
F i g. 1 5 /\ll じ l ・ trは1t111 cn
図 1 6 修 J哨前




図 1 7 修 JI![ 後
Fig. 17 /¥Iler treatment Fig. 18 13clorc trca tm じ Ill
図 19 修理後 I叉1 20 イI参且l\T前
Fig. 19 After treatment Fig. 20 Before treatment 
I 
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似I 21 fl参 J' l l1炎 l'ｼI 22 fl参 J'l!.li1/
Fig. 21 Mt じr I I叫 1111 じ nl Fil. 22 1 3\! lo rじ 11 ·じ ;1[111 (: 11[
似 I 2 11 修 J-1 1 [ 州j
Fig. 24 13cl()rc trcaL11cnL 
94 
図 25 修 J叶！後 図 26 修 J'll1i1f 
Fig. 25 /¥f1cr trca tm じnl fig. 26 13 じ 「o rじ trcatmじnl
図 27 修理後
Fig. 27 After treatment Fig. 28 Before treatment 
修JII\ 喉1x: 1;- g 
図 29 修 J刑後
Fig. 2り Alte r trcatm じnt Fil.! 30 13cf'orc treatment 
~ <>ヽ.~ .  / 
~,/'1'11:'. 印
, .,_,. 
阪I 31 イI多 刊抒炎 図：32 修Jり嘩I
Fig. 31 A lier 1rca11cn1 l汀 l.!. 32 lk l、() I'じ trea tmen t
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図 33 修理後
・ 1 c. . 33 A fkr treatment Fiu. 34 Be 「o re treatment 
図 35 修理後 図 36 修理前
Fig. 35 After treatment Fig. 36 Before treatment 


















Vie1v.1ｷ 〇「Kvow ond Ifs Environs 
Treatment Report 
I . Description and title of cultural property 
I. Tile, formal: Views q/Kyoto and Its En vi「ons; Par 
2. Colection: Royal Ontario Museum 
Il . Treatment period and location 
I. Treatment period: 2006 
Sotaro Yamaguchi 
Bokunindo Co.,Ltd. 
2. Location: Bokunindo Co., Ltd., 5-8-5 Sakae-machi, Yaizu-shi, Shizuoka Prefecture 
皿 . Structure of the cultural property 
I. Dimension 
e separate chart 
2. Mounting 
fore treatment 
a. Format: pair of six-paneled byobu 
b. Mounting fabric 
uter border: Donsu (damask weave) silk with a smal flower motif on a gray background 
Inner border: Gold brocade with a paulownia pattern on a peacock-blue diamond background 
Frame: Black lacquered frame 
Backside of the screens: Yellow-green sparrow roundel patterned paper 
Decorated with metal ornaments and studs 
After treatment 
a. Format: Pair of six-paneled byobu 
b. Mounting fabric 
Outer border: New gold brocade with lcakuryii (square dragon) pattern on a peacock-blue background 
Inner border: New gold brocade with a smal peony and arabesque pattern on a pale brown background 
Frames: New rou—iro black lacquered frames with rounded edges 
Backside of the screens: New karakami with a sparrow roundel pattern (pattern printed with mica mixed 
I 
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with gray ink on a soft gray pigment background) 
Metal ornaments and studs: Original pieces were cleaned and reused. 
N . Condition before treatment 
An extremely large tear was 「ound at the center o 「 th e screen on the twe l 「th panel. The tear, which run 
half of the length o 「 th e screen, had been mended in the past as an emergency measure. Because o 「 th
large size of the tear, the left and right sides had contracted and became warped, causing cockling on th 
surface of the screen. 
[nsect damage and tears were 「ound along the inner portion of the paper hinge 
The deterioration and los of ji,sen, or paper tags (written labels that indicate di fferenl locations in th 
scene and are considered part of the artwork), were extensive. This is believed to have been due Lo th 
oxidation of the malachite green pigment applied underneath, which caused the paper to deteriorate and 
tear or partially disintegrate. 
lnpainting of gold pigment wa s 「o und on many o 「 th e mending papers applied in the past. Because gold 
pigment was used regardless or whether the mending papers had a plain gold background or had been 
colored with paint, they were visualy distractin 
Some paper joints of the painting had separated due to the weakening of the adhes1v 
There were severe creases and loss of pigments, presumably caused by the lack of room for movement 
around the hinges which placed a strain on the inner portion of the paper hinges when opening and closing 
the byobu. 
The images were out of alignment at the hinge 
There were many areas with insect damage, losses, and fraying on the border fabn 
Many cracks and dents were found on the outer frame 
The metal ornamental fittings had become blackened with soot. 
V . Outline of treatment 
1. Method of treatment 
Consolidation of paint layer 
The colors of the pigments before treatment were very beau tir u I. However, pigments had flaked off 1 
some parts and the adhesion between the paint layer and the support was unstable. Therefore, the first 
JOO 
tep was to consolidate the paint layer. (Since itwas determined that the migration of stains or creation 
f tidelincs with the addition of moisture was unlikely, the main focus was placed on stabilizing the preｭ
treatment state of the pigments by consolidating the paint layer.) 
To prevent destabi I ization of the pigment layer the paintings were fixed on a karibari throughout the 
nsolidation process to ensure that any stretching or shrinkage caused by the moisture in the animal skin 
luc consolidant would be kept to a minimum. The condition of the paintings and tension were constantly 
、 h cc k cd and adjusted to prevent overstrctching. 
Repair o 「 the large tear 
The largest isue in this treatment was lo repair the tear al the center o 「 the painting. The large tear was 
contained within the twelfth panel onl 
the trea tment 「or this panel only. How 
「 mo i sture and drying needed 「or this panel 
doing, there was 「ea r that the di 「「e re nce in the amount 
mpared to しhe other panels would a r「ec t the overa 1 look 
r colors of the pigments. Therefore, treatment o 「 t hi s panel was caried out with constant vigilance of the 
alance between this panel and other panel 
Removal o 「 uke paper and old I ining 
While ensuring the overall balance was maintained by keeping the paintings attached to karibari to 
minimize expansion and contraction, purified water was sprayed onto the reverse sides of the paintings to 
remove the uke paper and old lining. 
Id mendings しrips and reinforcement papers were found atached to the reverse side of the twelfth panel. 
「Lcr removing alof these, strips of paper were applied temporarily for protection. 
Old mending paper 
ome of the old mending papers were only partialy colored with gold pigment. Some old mending papers 
applied to non-gold areas were also colored with gold pigments. Therefore, it was decided that al of the 
mending papers would be removed and replaced with those that match the background color. Fiber analysis 
of the paper used for the painting support was conducted, and mending papers were selected based on the 
resu It 
Paper tag 
The malachite green pigment applied underneath was causing the paper tags to oxidize, leading to flaking 
and tearing. In addition, removing the paper tags pasted over the pigments would cause the pigments 
atached to the reverse side to be removed with them. Therefore, it was decided that the firmly fixed paper 
tags would not be forced off but be split into layers, and only the top layers would be removed. After 
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calcium carbonate was used to neutralize the acidity of the oxidizing malachite pigment undernea しh .
Alignment of the image 
The image was out of alignment in between panels. For areas where the image did not align corectly l'rom 
panel to panel, positions or the paintings were adjusted when reataching them to make s ure しh e cntir 
image was continuou 
Hinges 
The paper hinges found on the byobu before treatment were tight, causing damage on the screens near th
inner portion o 「 th e hinges. Since the paint layer is thick overall, the hinges prepared in this treatment wer 
attached in a manner to create some space to prevent the panels from pulling on each other 
Wooden core structure 
The wood o 「 the core structure was thin and warped, causing cockling in し h e screens. Th e re 「O rC, It Wa 
decided that new wooden core structures would be prepared. Mindful of the inevitable pressure around 
portion of the paper hinges from extending to the edges of the base s しru c lure. More 
were made slightly thicker so that the pigments near the inner portion of the paper hinges would abrade 
each other 
Metal corner fitings and metal studs 
Since al of the metal pieces were stil intact, they were to be cleaned and reused 
2. Treatment specification 
-Consolidate the areas where the pigments have Ii 「led and are in danger o 「 de 「o li a lin g or areas of th
painting support that have split into layers by inserting adhesives such as seaweed glue, animal skin glu~, 
or wheat starch paste. 
-In addition to taking standard photographs, also take photo1icrographs o 「 pi gments, radiographs o 「 th
paintings, and infrared photograph 
-To check that the colors of the pigments be 「o re and a 「te r th e し rea lment remain the same, measure th 
reflectance of the pigments be 「o re treatment using a spectroscopic colorimeter. Report the measurement 
results to the director 
-Take dimensions and examine the damaged areas o 「 th e screens and record the find111r 
-Create a detailed map of the damaged area 
-Examine changes in the quality of the pigments by testing with a smal amount of water before treatment 
to determine whether the paint layer wil be able to tolerate a wet treatment. 
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-Treat and consolidate the paint layer with rabbit skin glue solution to prevent flaking. 
-Repair the large tear on the twelfth panel while ensuring the image is in alignment. 
-Determine whether or not to remove the old mending papers and inpainting by first checking the map of 
damaged areas and then consulting with the director and owner. 
—\..,vnstruct new latice cores (white cedar constructed with mitered corners and mortise and tenon joints) 
and outer frames (rou-iro black lacquered frames with rounded edges). 
-/¥pply eight layers of paper to the wooden latice cores (six processes: honeshibari, doubari, minokake 
(three layers), minoshibari, shilaulce and iし,waulce)
-Repair and reuse the metal ornaments. 
-Prepare new karakami for the reverse side of the byobu panels. 
-Prepare a new storage bag. 
Treatment proce 
I. The byobu was brought into the sludio and prc-Lrcalmcnl pholographs were taken under natural light and 
rakina li!ht. Infrared photographs were also taken. 
2. Areas with naking pigments and lifting support material that were in danger o 「 detaching during 
しrcatmcnt were temporarily fixed with mixed solution made of seaweed glue, animal skin glue and wheat 
tarch past 
The outer frames were removed. 
4. Metal hinges were removed. 
5. The screen was separated into each individual panel 
6. A diagram mapping the damaged areas was created so that the condition of the painting could be 
determined at a glance. 
7. Dust was removed from the surface of the paintings with a brush (dry cleaning). 
The colors of the painting were measured using a spectroscopic colorimeter. 
9. The condition of the pigments was recorded by taking photomicrograph., 
I 0. Panels were disassembled and paintings were removed from the old wooden latice cores. 
1. Pigments were consolidated using rabbit glue solution. The paintings were allowed to dry for about I 0 
day 
12. Paper tags were removed while dampening them with small amounts of water. Jn doing so, the paper 
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tags were not forced off, bul were removed in layer 
13. Mounting paper was attached to the paintings to temporarily dry them on a karibari). 
14. The paintings were natened using minimal moisture lo keep the wale r 「ram soaking through lo th 
front, and uke paper was removed. A 「Lerward s, they were dried on lwrihari. Radiograph 
15. Rein forcemcnt paper pasted on the reverse side or the large tear on the twe l 「th panel was removed, 
after which a strip of paper was promptly placed as a temporary measure. 
16. A small amount o 「 water was sprayed over the entire back surface of the paintings and the first I ininoｭ
and mending papers were removed. 
17. Fiber analysis was conducted and based on the findings, mending paper was prepared. 
18. Mending paper was applied lo lost parts of the painting with a mixture of wheal starch paste and 
seaweed paste. 
19. A long, thin strip of reinforcement paper was aplied to the torn areas of the paintings from the rever 
side. Particular care was taken in treating the large tear on the twe l 「U, panel, during which the image wa 
checked from the front to make sure it was inalignment. 
20. Paste was applied Lo areas where the paper joints o 「しhe paintings had Ii 「tcd .
21. A first lining made or Mino paper was applied using wheat starch past 
22. Immediately folowing the application o f しh e first lining, the paintings were dried on lwriban. 
23. A final backing made o 「 Mino paper was applied using wheal starch paste, and the paintings were dried 
immediately on karibari 
24. New black lacquered outer frames and wooden latice cores were prepared. Eight layers or paper wcr 
25. Gold mending pa pc 「son the front surface o 「 th e paintings were removed. 
26. New karakami d 
papered core 
1de were prepared and applied to the back s ur 「ace 0 「 th
27. The paintings were atached lo the papered cor 
28. A lining was applied to the newly prepared borde r 「ab ri cs, which were atached to the papered cor 
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29. Mising parts of paper tags were fixed using mending paper selected based on fiber analysis results. A 
lining was applied immediately following and the pieces were dried on karibari. 
0. The paper tags were then atached to their original locat1on 
I. The outer frames were atached 
2. Corner metal ornament and studs were cleaned and alachcd Lo the outer frame 
The hyi. うbu was stored in the newly prepared storage bag. 
4. Photographs were taken to alow the treated screens to be compared with their pretreatment stale. 
Pai nti112./M ou nt1117 
tructur 
Pa11t110 First lining 
Mcnd1n 
ndcrlining of Lhc latice 1/oneshiban 
core Mino/wk 
Minoshibcm 
Bord e r 「a bri utcr bordc1 
Inner borde1 
Hinge 









peony and arabesque 
patern on a white-brown 
background 
Gilded lorinoko paper 
ｷ5,pl6-7 
ｷ5, plI 6-7 
awccd glue/wheal starch 
paste: I : I, plI 6-7 
ndycd 
Karakami with sparow Patern printed with mica mixed 
roundel patern with gray ink on gray colored 
urface 
Coton I Unbleached, starch removed 




Pigment used for 
inpainting 
Dye 
Wooden latice core 
Outer frames 
Karakami for the back 
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Made inSouth Korea 
Pre 「ecLur
Kyoto Pref ccturc 
Made bv Kuroda, Kyoto Prelccturc I White cedar constructed 
with mitered corners and 
Made bv Kuroda, KyoLo Prclccturc 




VI . Additional notes 
I. Paper fiber analysis result 
Painting support 
Water absorption is slow. Dispersion of fiber is poor. Ample quantity of rice starch paste was applied to 
wide, nat gampi paper 
Paper Lag 
nima I skin glue is applied to thoroughly cleaned gamp, paper 
ibcr analysis conducted by Satoshi Shishikura, Shishikura Paper Lab 
Af'tcr removal of the lining for the painting, unde r し ra n s mitted light, images that di 「「e r compl ete l y 「rom the 
urrent painting were discovered underneath the paint layer 
nstruction o 「 the new wooden latti 
made of white cedar were prepared. The outer frames were made slightly thicker to prevent th 
pieces from protruding. 
4. Con s t「u ct i o n of the old wooden lati 
Because they did not have mitered corners, cockling was occurring al th e 「our corners. In order to prevent 
this cockling, the four corners were cut diagonaly to create extra space. Diagonal incisions had also been 
made in the support of the painting. 
ndition of the old mending paper 
Be 「ore treatment, gold mending papers were found. They had been applied during a past treatment without 
hanging the first lining. This caused unevenness between the treated areas and their surrounding area 
ausing the treated areas to appear visualy distracting. Therefore, upon consultations with the director and 
the owner, it was decided that the mending papers would be removed. 
6. Gilded reinforcement papers on the surface of the painting 
There was a large tear at the center of the twelfth panel on top of which a large gilded piece of paper had 
been attached for reinforcement. As itwas not aestheticaly pleasing to the eye, it would be removed. 
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7. The torn area 
There was a large tear a t しh e center o 「 the twe l 「th panel. The reinforcement paper aplied to the back wa 
removed and the tear was mended while checking the alignment o 「 th e image on th e 「ro nt. To mend th 
tear, two layers of thinly cut strips o 「 Mino paper were aplied as re in 「o rcement
8. Significant flaking and tears were found on the paper tags due to oxidation caused by the ma l ac h 几
green pigment that had been applied underneath. Inadition, because removing the paper tags atached lo 
the top of the paint surface also removed the atached pigments underneath, it was decided that the firmly 
attached tags would not be 「o rced of but would be split into layers. 〇nl y the top layers were removed 
missing parts were mended, and the tags were reatached to their original position 
9. Ornamental metal fitings were cleaned and reused. 
New gilded paper hinges were prepared in the same shade to match the pa11trng 
I 0. Karakami for the back side or the screen 
There were many tears and abrasions on the old karakami 「ound on the backside of the byobu. It had blacl 
patterns on a white backg「ound which appeared too overpowering. Th e re 「o re, upon consultation with th 
owner, a sparrow palern printed with mica mixed with gray ink on soil gray colored background wa 
selected for this treatment. Gray ink was applied onto kozo paper then decorated with 4-sun (12.12cm) 
sparrow roundel paterns. This paper was pasted on infive row 
On the old wooden core, another layer of karakami was 「o und underneath. It was discovered that a 
treatment had been conducted in which linings were simply layered on lop o 「 each other 
Comparison of colorimeter measurement res ults 「o r before and after treatment has been omitted 「o r th1 
report. 
Translated by Amy McCaleb (Urban Connections), edited by Yasuhiro Oka and Regina Belard 
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束凶し・文イじ！ ！れiJ I・ 究）奸
n木-j" 灰II (-
洛中洛外図は以郡の I 11 心脊I) と 郊外の · I胄景を す蘭い たもので 、 百、1;'ょ以 , -. の作例が1i'.似認 さ れて いる 。 現イ仕政
古の作例 を は じめ笙町 IIか代 (16 世紀前半） に制作 さ れた作品群 を 〈初期洛 I  I t各外図）丼風〉 と称するのに
対し、江戸時代以降に制作 さ れた作品群を 〈第二定形洛中洛外 I及I!叶風〉 と 称 し 、 本 図 はこの 〈 釘r~ _:: 定形
洛中洛外図屏風〉 に分類できる 。 右隻右側か ら ） I I打に表現オN1写についてみてゆきたい。 第— 、 - ·.)蒻には桜
の咲く 豊国社の鳥居付近で扇を特っ て舞う 男 たちの陽気な様子を表し 、）羹長 17 介て (1612) に しl'.:: 1 仕 秀頼が
再建した方広寺大仏殷では金色の台膨辿弁のみが加か らのぞき 、大仏 を 見 I ·. げる 人物 を派える 。 -: I. : 
間堂では定梨化 した通 し矢がすi11『 かれ 、 その傍らには几和）じ年 0615 ) 、 人易は［ の /I車 の リ 1 き 令とな っ に梵鈍
が描かれる 。 鴨） II には船曳の人火が曳 く 物質の柏まれに船が・：艘札『かれ、） 11 の 1 JLj側 には）羹艮 7 年 ( 1602)
に建立さ れた東本顧 ―どがれ＇！『 か 1 し る 。 第 ―· ヽ ：． 扇 1 ·. h し こ は桜の兄物客 、 参H客で賑わうり『水、'/=が~·111『かれるが 、
羽の滝に打たれる人物は 、 その衣l'iり を すi'i'i こうとしにためか 、 社殿に））L を 1 1 1J け てしまつて い る 。 第．．． ）叫
上方 、 正法寺付近では赤 V ヽ 111及ぶドを張り、歌舞に判 じる‘必），'°i'i の様 rが衣され、 八坂のJ芥、祇園社 l" J I前 の松
林には、 茶店の女が客 ,J I きをする様 [-が枯『かれ る 。 11! 1) 川 の / I名． 条人:1', 裔 を 急 ぎ渡 る 人々の1/ く先には、 祇園
祭の山鉾巡行の熱気沿れる様 rが人 き＜衣さ れ 、 第 IJLIJ祉 I'・ カ.には長 ）j 鉾が先如を辿み 、 そ れを 見物 しよ
うと慌てたのか 、 第．： 扇ドカにば転例した久ま で もがれ',『かれ 、 1 :i盆 J訪感のあ る表祝 となっている 。 第 四扇
中央には見物客で賑わう 四条河）県のど），り小）作が火 さ れ 、 釣り人の姿も 見える 。 第 h.扇には l ·. Jf に 作沖 j \ ふ、
永観蛍 、 II !!り ） I I の 三條人柏 を 11灼てて 、 ff願、『、 成光ふな どを 枯'i く 。 戒光、'1 ・： は‘仄貞 2 年 (1228) に八条堀）1 
の地に建立されたが、）心1 の乱により‘罰令を焼 L , . 条）及椅付近に移転 、 さら に）(iｷ: 1 8 年 ( 1 590 ) に・
条原極 に移 っ た後、正保 2 年 0645 ) に後水 ） ¢ ヽ1府 により呆 illJ 、『 J),ギ珀となり 現在にがる 。 他作例のうノ ヽ
狩野永徳鉛」：：：．杉家本洛 I  I t各外図 !i{風にお V ヽて ） 1父 光 、い は 束 、『 の 北、 八条に札'iかれて しヽ る 。 本 図 において）1父
光寺が二条に拙かれて い ることは 、 八条か ら移転 した後 、 屎 ?ヽ l fJ 、 '」滉這'i となる 前の 16 11: 紀木か ら 1 7 Il: 紀
前半にかけての I司寺の景観を表していると I i' える 。 第八扇にはイ i小動 、 金 ） 1父兄明 、~-, 、 1,· 1 1!!計111 社などが杜 、 'i "= 、
中央には桜の咲く内裏がすi',『かれる 。
左隻」 ·部には鞍馬、 衣笠 山、 愛石などの追 I  I にいずれも赤く色づ ＜糾業を 配 しており 、 ィ ，隻が春と以
の情景を表すのに対して、 ti".隻では秋か ら冬にかけての禾i'i11 を ぷ して い る 。 第•扇にば鞍馬、「本釈迦 , : ::~ 、
大徳寺 、 妙覚寺、小） II観音などが廿『かれる 。 第三扇は紅菜の衣笠 I  I を 抒屎に 、 金閣 、 北野社 な どが札『かれる 。
北野社の~ i近の馬場に は馬が）欠走する '1' 1'砂此 で はな く 、 今ま さ に抜 ）」 して ll °i'( l h府 をする リ｝ にらやその II在 1 1菜に
悦てふためく人 々 がオi11『 かれる 。 第．．扇から第四 扇 にか し｝ て I 11 央 に ）ゞき＜ ．．条城 を 廿れ き 、 そ の I前 の枷\ J 11 辿
りには八人の騎馬の公笏砂役に尤導 さ れて、六つ星の家紋をつ けに牛 車．が参内 を終えて城外に 出 てくる 1 iｷ 
列 を表し 、 その 南側 には神屎此が1111『か 1 し る 3 釘":; ~hi か ら釘':;IJL J祉 にかけて参詣人で賑わうり惰瓜 、 '/ 、 )(I阻 、J·:
などの 11Q:~峨野の ネ I : 、いが札' i かオし 、 第; I 1: ｝ ；』 には怯輪．『 、 松）臼 I : 、 1 J Lj 方、'i'= 、 大 ） 1 : 1 11 、 )ム降、『 などのネ I : か を表す 3
第／＇、・ 扇 には、 1 ·. Ji に イ i' i ·,『水八幡'r'\ の J),~ 、 iiしの人・柏、人J)又 を 11: 米する船が札' i か オ し 、 I  I 火· し こ は J各が応'j くそび
える 束 、『 、 1 , · )f し こ は第 h.扇 にまたぐように 1JLj ,,j噂J'i 、いが」蘭かオし る 。
本 図 令休の朴Jヽ． 図や鈷観と類似する イ仇 11111 として は）＼阪 ii i 立）こ称粛·,;1 外蔵本 （八 1111 沙双）があげられる 。 閃·
llO 
Lれ と徳川 の象徴である方広寺 と 二条城、また東本頻寺 と西本願寺などを右 と左に対比させることや、洛
巾か ら は翡mれた淀や八幡までの景観を捉える点などが類似するほか、 二条城前を行 く牛車の輿に描き込
れた六つ糾紋のような糸Ill部にまで認めることができ 、これらの共通 、1 ,' 、(、は、制作年代や制作背景 を考え
る , .で直災な手がかりとなろう 。 また表現上の特徴としては、遠山の稜線、人物の衣紋線には金泥によっ
て れ＇！『 き 起こ さ れ、礼 、 'i': の朱倹 りの柱や壁などは平板に途るのではなく 、 濃淡をつけるなど、随所に繊細
叫胄j'け を認めることができる 。
なおイ i位には 33 枚、）7―:．位には 44 枚の J助所を指しがす付箋が貼 られており 、 卜の絵具による翡多奇暫や傷
みが生 じていたため 、 今 1 11 I の修叫では全て の付姿を収り外してク リ ーニ ングを行 っ た 。 このうち左隻第
．扇）i)ム: =-:『人仏））役『前の ・且塚を小す「み 、 つか」 の付箋は、 他のものに蚊べて大 きさ 、紙質、 節跡が異なり 、
後袖の llj能竹：．が考えら れて い た 。 本 1二科叩、付箋の I'に人物の足が1贔かれている こと がllJ 明 したが、制
竹 ' '1 初から柑し< IIが代が異な るものと は考えにくく 、竹・＼ ＇山 の持つ柏報として既i正して現状の ままとし た 。
布隻には 611 人、左隻には 717 人の総勢 1328 名 の人物 を す蘭 く 。 本図は近年ま すます活況を~, '. して いる洛
I  I t各外図｝井風研究においても爪災な作例 と訂えよう 。
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The Screens Ilustrating Views of Kyoto and Its Environs shows the sceneries and activites within th 
city of Kyoto and its surroundings. There are over a hundred versions of paintings done on this subject 
matter, which can be clasifed into two categories. Those created during the Muromachi Period (the first 
half of 16th century), including the oldest of this kind sti I in existence, are caled "Early Generation Screen 
Illustrating Views of Kyoto and Its Environs." By contrast, those created in the Edo Period or later are caled 
"Second Generation Standard Screens Ilustrating Views of Kyoto and its Environs." The screens introduced 
here belongs to the later category. Let us take a look at the expressions and depictions in order, starting 
from the right end of the right screen. 〇n the first and second panels arc men ch eer 「ull y dancing with fan 
in their hands near the gate of the 1-lokokujinja Shrine under fuly bloomed chery blossoms. Through the 
doorway of the Daibutsuden of 1-lokoj i Temple, which was rebui It by 1- ideyori Toyotomi in 1612, only 
the gold lotus-shaped pedestal can be seen. Infront are people looking up at the great statue of Buddha. 
At Sanjusangendo, the stereotypical archery compeし iti o n is depicted. To the side of that is the temple bel 
which triggered the Summer Batle of Osaka in1615. On the Kamo River which stretches across the center 
of the screen, three boats loaded with goods are being pulled by boat pullers. To the west (the underside) 
of the river is Higashi Hongwanji Temple, which was built in 1602. Inthe top part of the second and third 
panels isKiyomizudera Temple crowded with temple visitors and those who have come to view the cherry 
blossoms. The man under the Otowanotaki (Otowa Waterfal) is shown facing his backside toward the 
shrine insolently, though this was perhaps done for the purpose of showing his facial expression. In the 
upper part of the third panel, areas around Shohoji Temple are decorated with red curtains and a banquet 
involving singing and dancing is taking place. In the pine grove in front of the Yasaka Pagoda and the 
gate of Gion Shrine is a woman from a tea house soliciting customers. People are rushing acros the Gojo 
Ohashi Bridge on the Kamo River tosee the Gion Festival Parade of ho/co and yama Floats, which takes up 
a large area of the screen to show the air o 「 exc item e nt. A Naginata-hoko leads a parade at the bottom of 
the fourth panel, while a woman is even shown fal I ing over at the bottom side of the third panel, perhaps for 
being too hasty in trying to catch the spectacle, creating a realistic atmosphere. At the center of the fourth 
panel is a theater of Shijogawara crowded with playgoers. There are also people fishing nearby. At the top 
of the fifth panel are Nanzenji Temple and Eikando Temple. On the other side of the Sanjo Ohashi Bridg 
are Seigwanji Temple and Kaikoji Temple. Kaikoji Temple had originaly been built inHachijo Horikawa 
in 1228, but after it lost some of its buildings in Onin War, it was moved near lchijo Modoribashi Bridg 
It was moved again in 1590, this time to Sanjo Kyogoku. In 1645, Emperor Gomizuno-o designated ita 
the tacchu (sub-temple) of Sen'nyuji Temple and it has remained in this location til today. ln other works 
on the same suject matter, those of the Uesugi collection painted by Eitoku Kano show Kaikoji Temple 
positioned in Hachijo, tothe north of Toji Tempi 
I -
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As this screen shows Kaikoji Temple as being located in Sanjo, it is presumably depicting the landscape 
urrounding this temple of around the end of the 16th century through the first half of the 17th century, after 
il was moved 「1·om Hachijo, but before it became tacchu of Sen'nyuji Temple. On the sixth panel are such 
temples and shrines as lshifudo, Konkai Komyoji Temple, and Shimogamo Jinja Shrine. At the center of 
this panel is the Imperial Palace where the chery blossoms are in bloom. 
/¥cross the top of the left screen are the distant mountains of Kurama, Kinugasayama, and Atago, al 
colored with fal foliage. While the right screen is decorated with spring and summer landscapes, the left 
screen shows views or autumn to winter seasons. The first panel shows Kurama, Senbon Shakado Temple, 
Daitokuji Temple, Myokakuji Temple and Kokawa Kannon. The second panel shows Kinkakuji Temple and 
Kitano Tenmangu Shrine against the background o 「 fa ll-co l ored Kinugasayama. The riding ground named 
kon o 「 K ita no Tenmangu Shrine is not depicted with galoping horses, but with men drawing their swords, 
about toengage in a fight, and others running around in a panic inreaction to the commotion caused by the 
men. A large image o 「 N ij ojo Castle is painted across the second through the fourth panel. On Horikawadori 
し ree t in し h e 「o regro un d is a proeession o 「 an oxcart adorned with six-star crest, led by eight members of 
kuge-s/11 (aristocrats) on horseback. They have just visited and are leaving the castle. To しh e south stands the 
hinsen-en. /¥cross the third and fourth panels are temples and shrines o 「 Sagano including Seiryoji Temple 
and Tenryuji Temple, which are bustling with visitors. On the fifth panel are I lorinji Temple, Matsuotaisha 
hrine, Saihoji Temple, Oigawa River and Koryuji Temple. /¥t the top o 「 the sixth panel is the pagoda of 
lwashimizu I lachimangu Shrine, Yodo Ohashi Bridge and boats com ing 「rom and going to Osaka. At the 
enter or the panel are Toji Temple and its tal pagoda, and at the bottom is the Nishi Hongwanji Temple 
「unning across the fifth and sixth panel 
Artwork that bears great resemblance to this one in terms o 「 the overal composition and landscape is the 
pair or six-paneled screens in the colection or the Osaka Municipal Museum of Art. Similarities include the 
way in which the sites that are considered symbols for Toyotomi and Tokugawa such as the Hokoji Temple 
and Nijojo Castle, and Higashi Hongwanji Temple and Nishi Hongwanji Temple, are positioned opposite of 
ach other on the left and right sides of the screens; how the landscape is mapped out to include regions such 
as Yodo and Yawata which are quite far away from the city center o 「 Kyo to; and details such as the six-
tar crest drawn on the side of the oxcart. These similarities provide valuable hints regarding the time and 
background in which the painting was created. As for the characteristics of painting style, delicate attention 
is paid in various parts throughout the painting. For example, the ridge lines of the faraway mountains and 
lines in the people's clothing are traced with gold pigment, and the vermillion columns and walls of temples 
and shrines are not painted in flat, solid colors, but are rendered with shading. 
Thirty-three paper tags indicating the various sites were found on the right screen, while forty-four were 
found on the right. Since some damage was observed on them caused by the pigments that lay underneath, 
they were al removed and cleaned during this treatment. Of these paper tags, the one that is inscripted 
"M imizuka," indicating the monument in front of the Hokoji Temple found on the second panel of the left 
creen, was smaller and different in terms of paper quality and handwriting compared to the others, and 
therefore, presumed to have been attached at a later time. During the treatment process, legs of a figure were 
found drawn underneath the paper tag. As it was quite unlikely that the legs were drawn in significantly 
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later than the time the painting was created, it was decided that the area would be preserved as 1l wa 
found, seeing it as part of the artwork's history. A total of 1,328 figures (61 in the right screen, 717 on th 
left screen) are painted on these screens, which are considered a valuable resou rce 「o r the research being 
conducted on the subject of "screens ilustrating views of kyoto and its environs", which has become more 
and more active in recent year 
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